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       質問の受付と回答の提供 
(2) ネットワーク上でレファレンスサービスを 
       提供するしくみ 
(3) ICT（情報通信技術）を活用したレファレン 
























































































2. VR の受付手段と特徴 
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2. VR の受付手段と特徴 
 










 湘北短期大学が実施する図書館の Twitter には，
下記のような運用ルールが示されており，Twitter
がVRの受付手段の一部として活用されていること




































段としていたのは 198 館（52.8%），Web フォーム
が 31 館（8.3%），SNS が 6 館（1.6%），チャット
が 1 館（0.3%）であった。特に国立大学では，58
館中53館（91.4%）と高い実施率であった8）。また，
VR でSNS を活用していると回答した6 館のうち，













































対面式 × ○ ○ 同期型 同室対面型
電話 × ○ × 同期型 遠隔分散型
文書 ○ × × 非同期型 遠隔分散型
電子メール ○ × × 非同期型 遠隔分散型
チャット ○ × × 同期型 遠隔分散型
Twitter ○ × × 非同期型 遠隔分散型
Facebook ○ × × 非同期型 遠隔分散型
LINE ○ ○ ○ 同期型 遠隔分散型
 
出典：齋藤泰則. 利用者志向のレファレンスサービス―その










































































    表2 受付手段別の質問類型 
 
 対面 メール チャット
案内指示的質問 42% 5% 13% 
サービス方針 14% 12% 6% 
トラブルシューティング 6% 16% 5% 
レファレンス 38% 60% 72% 
その他 該当なし 7％ 4％ 
 
出典：Joseph Fennewald. “Same question, different venue: 
an analysis of in-person and online questions.” The 
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4. VR の抱える課題 
 










































         図1 レファレンスプロセス 
 
出典：齋藤泰則, 大谷康晴. 『情報サービス演習』日本図書館
協会, 2015, p.105をもとに作成 
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　また，新しいテクノロジーを活用したTwitterや
Facebook,LINEをVRに導入した例は，国内外を見て
もまだまだ少数である。利用者にとって活用しやす
いVRを目指すならば，受付手段をさらに増やすこと
も検討すべきであると考える。そのために，受付手
段別のコミュニケーションの特性についても把握
し，どのような場面ではどの受付手段が適している
のか明らかにすることを，今後の課題とする。 
